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研究成果の概要（和文）：股関節が関節症変化をきたしていく際には、骨形態における変化が大きく分けて萎縮
型、通常型、肥大型の3種類に分類される。骨形態と痛み、可動域といった臨床的な側面は検討されているもの
の、遺伝子やタンパクの発現を評価した報告はされていない。臨床的な関節症の特徴と基礎的な背景の相関関係
を明らかにすることで、新しい側面から変形性股関節症にアプローチを行った。結果は骨形態や関節症の程度に
関わらず滑膜幹細胞が同等の増殖能、分化能を認めるという当初の予想とは違った結果であったが、一見違うよ
うに見える各タイプであっても、バイオセラピーや理学療法に同様に反応する可能性がこの結果から予想され
た。

研究成果の概要（英文）：Osteoarthritis of hip (hOA) develops with bone morphological changes such as
 atrophic, normotorophic, and hypertrophic types. Several studies investigated correlation between 
morphological change of bone and joint pain or range of motion; however, no previous study 
investigated the relationship between the features of hOA and biological background such as protein 
and mRNA levels. Thus, we planned to clarify the correlation using biological techniques. Contrary 
to our anticipation, there is no significant difference between three types of hOA, as atrophic type
 has similar potential for calcification, adipogenic, and chondrogenic differentiation. Our results 
lead to the potential to respond biotherapy such as cell therapy and platelet rich plasma or 
physical therapy regardless of the type of bone morphology.     

研究分野： 整形外科

キーワード： 変形性股関節症

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
変形性股関節症における骨形態と痛み、可動域といった臨床的な側面は検討されていたが、基礎的な研究により
その評価した報告はいままでなかった。。新しい側面から変形性股関節症にアプローチを行った結果、骨形態や
関節症の程度に関わらず滑膜幹細胞が同等の増殖能、分化能を認めるという当初の予想とは違った結果であった
が、一見違うように見える各タイプであっても、いまだ、バイオセラピーや理学療法といった保存的治療に反応
する可能性があることが分かった。高齢化社会において変形性股関節症は増加傾向にあり、この結果が治療に有
用となると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
軟骨の退行変性を主体とする変形性股関節症の最大の愁訴は疼痛であり、従来の変形性
股関節症の保存治療では、運動療法、消炎鎮痛剤の内服による消炎鎮痛が主として行わ
れている。しかしながらこれらはすべて対症療法であるため、関節軟骨の退行変性や疼
痛の発症の原因を根本的に取り除くものとはなっていない。さらに一部の患者において
は、これらにより必ずしも十分な疼痛抑制効果を得られないことが、現在の変形性股関
節症の保存治療の課題となっている。また保存治療で疼痛のコントロールができない場
合には人工股関節置換術（total hip arthroplasty; THA）の対象となる。ここ 10年で
THA 件数は 2倍となり、年 60000 件になっている。これは高齢化に伴い変形性股関節症
を発症する患者が増えたことに起因していると考えられる。2016 年に発表された統計
では、わが国における 50 歳以上の 25%以上がレントゲンで変形性股関節症を指摘され
ており（Iidaka et al., 2016 Osteoarthritis Cartilage.）、超高齢化に伴いこの数は
さらに増加していくと考えられる。変形性股関節症の悪化は ADL を低下させ要介護者を
増やす結果になることは明らかであり、安倍内閣が提唱している一億総活躍社会の実現
に大きな障壁とることは想像に難くない。よって OA に伴う疼痛発症と増悪の機序の解
明とそれに基づいた、より効果的な保存療法（疼痛のコントロール法）の確立が我々整
形外科に関わるものにとって性急な課題である。変形性関節症を考えた場合、膝関節が
ほぼ同様なレントゲン変化をみせるのに対して股関節が関節症変化をきたしていく際
には骨形態における変化は大きく分けて 3 種類ある（萎縮型、通常型、肥大型）。その
原因の一端には膝関節症がほとんど一次性であるにもかかわらず、本邦における股関節
症が、寛骨臼形成不全に伴う二次性の関節症が 80%と多くを占めていることに起因する
と思われる。寛骨臼形成不全をベースとして荷重ストレスや後天的な要因が複合的に関
与して関節症変化が起こっていることは予想されるが、なぜ同様の素因をもっていなが
ら異なった関節症変化をきたしていくのかはいまだ不明である。よって現段階ではその
タイプと治療法に関しては十分な考察がされていない。一般的には萎縮型の股関節症の
場合可動域制限が少ないものの痛みが強いと言われており、肥大型関節症では骨棘形成
が旺盛であり可動域制限が大きいものの痛みは強くないと言われている（Saito et al. 
1987 J Bone Joint Surg., Martha et al. 2013 Arthritis Rheum., Ishidou et al. 
2017 Arch Osteoporos. ）。よって変形性股関節症といってもそこまでに至る機序、お
よび病態が違うことが予想され、保存治療も同様に違ってしかるべきであると考えられ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は異なるタイプの股関節症に対する保存治療のアプローチを明らかにす
ることを主目的とする。現在のところ変形性股関節症の基礎的アプローチとしては健常
者との遺伝子発現の比較や寛骨臼形成不全が遺伝性を示唆されていることから SNP の
解析などが主である。本研究では単純に健常者との比較検討を行うのではなく、萎縮型、
通常型、肥大型の 3つの代表的な股関節症を対象としてその比較を行うことを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
各股関節症の増殖能、分化能を明らかにする 
各関節症では細胞増殖や骨への分化能が異なっていると予想される。よって当院で人工
股関節全置換術が行われる患者より滑膜の採取を行い検討する。滑膜は手術時に通常切
除破棄されているものであり、採取した患者に不利益は生じない。萎縮型、通常型、肥
大型それぞれの関節から滑膜を採取して滑膜幹細胞を分離して培養を行った。その後細
胞増殖能と多分化能につき検討した。 
 
４．研究成果 
各関節症から得られた滑膜細胞か
ら間葉系幹細胞を分離、培養を行
い、細胞増殖能と分化能は骨形態に
関わらず認めることを確認した（右
図。）。しかし、予定していた増殖能
と分化能には明らかな有意差がみ
られなかった。このことは骨形態や
関節症の程度に関わらず滑膜幹細
胞が同等の増殖能、分化能を認める
という当初の予想とは違った結果
であった。しかし、一見違うように
見える各タイプであっても、バイオ
セラピーや理学療法に同様に反応
する可能性がこの結果から予想さ



れた。今後は痛みや炎症に通じるサイトカインやタンパクに着目していくことも必要で
あると考えられる。その点において遺伝子発現プロファイルや ELISA の検討を引き続き
行う予定である。 
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